
平成25年度　　三条市算数部　活動報告

部長　上野　朋栄

1　研究主題　　｢子どもとのかかわりから考えを広め深める授業の工夫｣

2　研究の概要

(1)　第一回一斉研修では､若手から研究主題に沿って授業公開をやっていただき､

｢かかわるとは｣ ｢考えを広め深めるとは｣と具体的な姿を通して検証した｡

(2)　第二回一斉研修では､ ｢小中一貢教育と算数科指導｣と題して､三条市小中一貫

教育推進課教育センター指導主事より御講話をいただき､三条市の教育について一

層の理解を深め指導力の向上を図った｡

3　研究の実際
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指導主事小杉洋一様 

1教材研究の仕方.考え方 

2小中一貫教育の視点を取り入れた教材研究 

3算数科指導と数学科指導 

4いくつかのエピソード 

4　成果と課題

0　1回目の授業研究は､｢子ども同士がかかわる｣という意味で新たな提案をいただい

た｡ペアやグループ､全体で話し合うだけでなく､友達が考えた繰り下がりのあるひ

き算をみんなでブロックで確かめることも間接的なかかわりであることを学んだ.

0　2回目の小杉指導主事から､小中一貫教育の視点から教材研究することで9年間の

指導内容を理解し､その学年その学年の｢今､やるべきこと｣の意味や重要さが見え

てくる｡また､小学校では量感を培い中学校の抽象概念へとつなげるo

●　今年度はよき授業者に恵まれ､快く授業を引き受けてくれて助かった｡やはり､授

業を参観し子どもの姿で話し合えることが一番､明日への実践につながる｡今後も､

授業者の確保に努めていくことが必要である｡


